
■会議結果報告書■ 

 

会 議 名 称 第２回札幌市子どもの権利委員会 

日時・会場 平成22年1月25日（月）16：45～18：45 ＳＴＶ北２条ビル６階１～３号会議室 

出 席 委 員 13人出席 

次 回 開 催 平成22年2月9日（火）16：30～ＳＴＶ北２条ビル６階Ａ・Ｂ会議室 

 

議題 概要等 

１．開会 

 

○自己紹介など 

 

２．議題 

(1)子どもの権利に

関する施策実施状

況調査について 

 

○施策実施状況調査の結果等について 

・事務局が（資料４）に基づき、各局区で実施している事業における「子

ども参加」や「子どもにわかりやすい情報発信」の取組状況を説明。 

・調査の対象とした子ども参加の事例には、意見表明権にかかわるものの

ほか、子どもが参加者としてかかわったものなどが含まれる。 

・今回の調査は市（財団等は含む）が実施したものを対象とし、地域など

で実施したものや、学校教育に関わるものなどは対象に含まない。 

・今後、調査の結果をもとに、必要な情報を整理して、庁内の各部局にお

ける子ども参加の進め方や配慮すべき点等についてのポイントをまとめ

た事例集を作成するので、完成すれば委員会でも紹介する。 

 

(2)子どもに関する

実態意識調査につ

いて 

○実態意識調査の実施について 

・事務局が、（資料５）、（資料６）、（資料７）に基づき、調査の概要と調査

項目、大人用・子ども用アンケート用紙（案）について説明。 

・調査は9歳（小学校4年生）～18歳（5,000人）と、大人（5,000人）を対

象として、郵送でアンケート用紙を送付する予定。調査の結果は子ども

の権利委員会における推進計画検討の基礎資料等として活用する。 

・対象者の抽出は、年代別の人口構成比をもとに、年代ごとに等間隔無作

為抽出で行う。 

 

○子ども用アンケートについて 

・小学4年生から対象になるので、言葉づかいをやさしくする、文章のボリ

ュームを少なくする、文字のサイズを大きくするなどの工夫が必要では

ないか。 

・小学生用、中学生用、高校用の3種類か、小学生用と中高生用の2種類に

用紙をわけたほうがよいのではないか。 

・子どもが回答方法に迷った場合に問い合わせがしやすいように、連絡先

の記載方法等に工夫が必要ではないか。 

・多くの回答を集めるために、郵送ではなく、学校のホームルームで実施

するなどの工夫をするとよいのではないか。 

・経済的問題に関する設問があったほうがよいのではないか。 

・家庭、学校・施設、地域、市政のそれぞれの場について、自分の意見を

述べることができているかどうか尋ねる項目を追加してはどうか。 

・自分自身のことをどのように思うか質問する問6に、「自分のことが好き



か」という項目を追加してはどうか。また、同じことを大人にも尋ねて

はどうか。 

 

○大人用アンケートについて 

・60代、70代の方にとっても回答しやすくする工夫が必要ではないか。 

・意見表明権にかかわる問10について、保護者との関係における意見表明

を尋ねる項目がないので、追加したほうがよいのではないか。 

・問10は、案では大人用だけにある質問だが、子どもにも同じような質問

をしてはどうか。 

 

○アンケートの検討について 

・2月9日に第3回委員会を開催し、アンケートの質問内容などを検討する。

・アンケートについて、補足の意見などがあれば、1月27日（水）を目途に、

事務局に連絡する。 

 

３．その他 

 

○第３回委員会の日程について 

・2月9日（火）に開催する予定。 

 


